
　

１
日
の
初
日
は
、
子
ど
も
山

車
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
市
内
の

小
学
３
・
４
年
生
約
２
３
０
０

人
が
参
加
し
、
山
車
を
元
気
に

引
く
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

続
く
本
ま
つ
り
と
な
る
２
日

に
は
、
出
発
式
が
行
わ

れ
、
荒
金
会
頭
が
「
と

ち
ぎ
秋
ま
つ
り
を
通
じ
、

人
が
出
合
い
織
り
な
す

感
動
の
場
と
な
る
よ
う
、

最
後
ま
で
お
楽
し
み
い

た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶

さ
れ
た
。
２
日
目
は
あ

い
に
く
の
雨
と
な
る
天

候
で
あ
っ
た
が
、
最
終

日
の
３
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
山
車
の
勢
ぞ
ろ

い
や
複
数
の
山
車
の
お

囃
子
が
競
演
す
る
「
ぶ
っ

つ
け
」
で
会
場
内
は
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
同
時
開
催

と
し
て
栃
木
市
の
産
業

と
物
産
展
、
栃
っ
子
茶

屋
、
菊
花
展
等
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
３
日
間

で
21
万
人
の
入
込
み
と

な
っ
た
。
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今月のトピックス

２
Ｐ
　
　
会
員
旅
行
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催

３
Ｐ
　
　
源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

４
Ｐ
　
　
各
種
認
定
計
画
策
定
の
ご
案
内

５
Ｐ
　
　
栃
木
市
「
電
気
・
ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
事
業
者
支
援
補
助
金
」

チ
ラ
シ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　
　
　
　
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針

　

令
和
６
年
と
ち
ぎ
秋
ま
つ

り
が
、
11
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
蔵
の
街
大
通
り
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
。
豪
華
絢
爛

な
人
形
山
車
が
巡
行
し
、
市

民
や
観
光
客
が
訪
れ
中
心
市

　
「
第
45
回
栃
木
市
の
産
業
と
物

産
展
」
を
、
11
月
２
日
・
３
日
、

蔵
の
街
第
一
駐
車
場
を
会
場
に

開
催
し
た
。

　

産
業
と
物
産
展
は
、
栃
木
市

と
の
共
催
に
よ
り
実
施
し
た
も

の
で
、
本
市
の
産
業
発
展
と
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創
出
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

物
販
、
飲
食
、
展
示
等
に
加
え
、

栃
木
市
の
友
好
親
善
都
市
で
あ

る
北
海
道
滝
川
市
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
を
含
む
、
28
の
事
業
所
が
出

展
し
た
。

　

初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
産
業
振
興

委
員
会
顧
問
の
若
菜
副
会
頭
の

挨
拶
に
続
き
、
小
池
委
員
長
の

開
場
の
発
声
で
幕
を
開
け
た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
と

な
っ
た
が
、
２
日
目
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
祭
り
を
楽
し
み
に
多

く
の
来
場
者
で
会
場
は
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。

　

出
展
事
業
者
か
ら
は
、「
市
民

山車の勢ぞろい

第
45
回
栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
を
開
催

街
地
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

た
。
今
回
は
、令
和
４
年
以
来
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

掛
け
声
等
の
制
限
が
な
い
完

全
に
復
活
し
た
形
で
実
施
さ

れ
た
。

〜
６
年
ぶ
り
完
全
復
活
〜

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
を
開
催

出発式での荒金会頭挨拶ぶっつけの様子

や
観
光
客
に
自
社
の
商
品
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
た
」
ま
た
、
来
場
者

か
ら
は
、「
栃
木
市
の
名
産
品
を

知
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と

の
意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
開
催
に
際
し
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方

に
は
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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八ッ場ダム 悠湯里庵 ( ゆとりあん ) 長屋門の前で

　

秋
の
群
馬
県
を
満
喫
す
る
令
和
６
年
度
の
会
員
旅
行
「
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
11
月
７
日
開
催
し
、
23
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、
今
回
一
番
の
目
的
地
で
あ
る
「
八
ッ
場
ダ
ム
」
に

向
か
っ
た
。
案
内
ガ
イ
ド
が
バ
ス
に
乗
車
し
、
ダ
ム
ま
で
の
道
中
、

約
68
年
の
歳
月
を
経
て
、
　
年
３
月
の
完
成
に
至
っ
た
経
緯
や
、
周

辺
地
域
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
現
地
で
は
、
多
目
的
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
約
80
ｍ
下
の
ダ
ム
の
麓
ま
で
降
り
、
上
空
を
見
上
げ
な
が
ら

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
に
直
接
触
れ
た
り
、
放
流
の
様
子
を
見

学
す
る
な
ど
、
各
々
が
八
ッ
場
ダ
ム
を
楽
し
ん
だ
。
当
日
の
貯
水
率

は
97
％
と
、
眼
下
に
迫
る
水
面
は
迫
力
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
昼
食
は
、
川
場
村
に
移
動
し
、「
川
場
温
泉
か
や
ぶ
き
の

源
泉
湯
宿
悠
湯
里
庵
」
で
会
席
料
理
を
堪
能
。
こ
の
施
設
は
、
茅
葺

の
一
棟
貸
し
の
建
物
で
、
館
内
に
は
数
多
く
の
古
民
具
が
展
示
さ
れ
、

古
き
良
き
日
本
の
文
化
の
雰
囲
気
が
よ
り
引
き
立
て
ら
れ
て
い
た
。

　

次
に
訪
れ
た
「
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
そ
し
て
、高
崎
市
の
「
ガ

ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
本
社
工
場
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
買
い
物

と
寛
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
終
日
思
う
存
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」「
ま

た
来
年
も
参
加
し
ま
す
！
」
な
ど
す
で
に
次
回
開
催
を
期
待
す
る
声

を
い
た
だ
い
た
。

　

肌
寒
い
一
日
で
は
あ
っ
た
が
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
盛
会
裏
な
事
業
と
な
っ
た
。

　

小
山
・
栃
木
商
工
会
議
所
交
流
懇
談
会
を
、
11
月
３
日
市
内
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
小
山
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
強
化
し
、
両

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
26
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
同
日
は
、
両
会
議
所
か

ら
正
副
会
頭
等
執
行
部
15
名
が
参
加
し
懇
談
を
行
っ
た
。

　

交
流
会
第
１
部
で
は
、
両
会
議
所
か
ら

今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
報
告
と
紹

介
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
第
２
部
で
は
、

同
日
開
催
さ
れ
た
、
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の

見
学
と
巴
波
川
で
舟
行
を
体
験
し
た
。
今

回
も
様
々
な
情
報
が
相
互
に
共
有
で
き
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。

小
山
・
栃
木
商
工
会
議
所
交
流
懇
談
会
を
開
催

会
員
旅
行
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催

　
　
〜
総
勢
23
名
が
参
加
〜

商
工
会
議
所
「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
御
礼
　
　

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
２
ヵ
月
間
、
当
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
推
進
員
で
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
経
営
支
援
や
福
利
厚
生
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

‘20

第232回 珠算検定試験
試験日  2024年10月27日(日)

受験者数 合格者数 合格率
5
8
11
4
0
3
31

1級
2級
3級
4級
5級
6級
合計

2
4
9
2
0
3
20

40.0％
50.0％
81.8％
50.0％
0.0％

100.0％
64.5％

日
商
検
定
実
施
報
告

商工会議所検定試験

第168回 簿記検定試験
試験日  2024年11月17日(日)

受験者数 合格者数 合格率
7
41
25
73

1級
2級
3級
合計

7
7
14

17.1％
28.0％

※1級の発表は、中央審査後となります。

- -

-
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11
月
19
日
、
当
所
に
お
い
て
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
令
和

５
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
、
消
費
税
の
仕
組
み
や
会
計
・
実
務

処
理
の
ポ
イ
ン
ト
、
特
例
や
経
過
措
置
等
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
講

師
に
税
理
士
の
北
野
良
典
氏
を
迎
え
、
７
事
業

所
が
参
加
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
実
務
上
の
悩
み
や
疑
問
点

な
ど
が
活
発
に

質
問
な
さ
れ
、

講
師
は
詳
細
な

解
説
を
さ
れ

た
。

　

参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
お
り
、
有
意

義
な
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

10
月
23
日
、
当
所
に
お
い
て
、「
外
国
人

採
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
が
続
く
中
で
、
事
業
者
が

積
極
的
に
人
材
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
啓
発

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
講
師
に
栃
木
県
社

会
保
険
労
務
士
会
よ
り
永
島
正
志
氏
・
菊
元

功
氏
を
迎
え
、
19
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
在
留
資
格
制
度
の
概
要
と
栃
木

県
内
外
の
外
国

人
就
労
の
現

状
、
外
国
人
雇

用
の
基
礎
知
識

等
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
、
今
後

の
人
材
戦
略
、

経
営
に
活
用
で

き
る
内
容
で

あ
っ
た
。

外
国
人
採
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

11
月
14
日
、
当
所
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
納
税
表
彰
式
が
、

多
数
の
来
賓
を
迎
え
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
表
彰
式
は
、
国
税
の
申
告
と
納
税
及
び
租
税
教
育
等
に
関

し
て
功
績
顕
著
な
団
体
又
は
個
人
及
び
法
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
、

将
来
を
担
う
若
者
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
正
し
い
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
。

　

第
一
部
で
は
、
国
税
申
告
と
納
税

に
関
し
て
功
績
顕
著
な
個
人
及
び
法

人
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
租
税
教
育
推
進
校

感
謝
状
贈
呈
、
中
学
生
・
高
校
生
に

よ
る
「
税
の
作
文
」
の
賞
状
伝
達
が

行
わ
れ
た
。

令
和
６
年
度
納
税
表
彰
式
を
挙
行

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

　

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
を
、
納
付
期
限
（
納
期
の
特
例
を
申
請
し
て
い
る
方
）

に
あ
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
時　
　

令
和
７
年
１
月
14
日
（
火
）　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

　

会
場　
　

当
所
会
議
室　
　
　
　

費
用　
　

無　

料

　

※

納
付
税
額
が
な
い
場
合
で
も
、所
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

　

‘24
年
度
第
63
回
電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
（
樋
ノ
口
町
）
の
岩
松
美
咲
さ
ん
が
、

見
事
優
勝
し
、
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、「
伝
え
て
、
聴
い
て
、
つ
む
ぐ
信
頼
」

を
テ
ー
マ
に
、
お
客
様
が
安
心
し
信
頼
さ
れ
る
電
話
の
応
対

力
が
競
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
５
９
１
０
名
が
参
加
、
各
地
域

で
支
部
予
選
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
予
選
を
通
過
し
た
56
名
が
、

11
月
15
日
、
高
知
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
、
そ
の
技

能
を
披
露
し
た
。

　

同
社
は
、
第
51
回
大
会
開
催
時

に
も
優
勝
者
を
輩
出
し
て
お
り
、

当
会
議
所
の
会
員
企
業
か
ら
、
全

国
大
会
で
の
優
勝
者
が
選
出
さ
れ

る
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
優
勝
さ
れ
た
岩
松
さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。

電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
、総
務
大
臣
賞
受
賞祝辞を述べる荒金会頭
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専
門
家
相
談
会

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

12
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　

１
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

１
月
９
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

１
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県

　
　
　
　
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

１
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
承
継
・

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

 

経
営
指
導
員
相
談
会　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　
当
所
経
営
指
導
員

※

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
小
企
業
相
談
所

℡
23-

３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

　

当
所
で
は
、
事
業
に
役
立

つ
各
種
計
画
の
策
定
支
援
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
計
画

が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
や

補
助
金
申
請
時
の
加
点
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
当
所
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
革
新
計
画

　

栃
木
県
で
は
、
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
に
基
づ
き
、

新
た
な
取
り
組
み
に
あ
た
る

事
業
計
画
（
経
営
革
新
計

画
）
の
申
請
を
受
け
付
け
、

認
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

●
融
資
・
保
証
の
優
遇
措
置

　

栃
木
県
制
度
融
資
（
事
業

開
拓
支
援
資
金
）
、
政

府
系
金
融
機
関
に
よ
る

低
金
利
融
資

●
補
助
金
・
投
資
の
支
援
措
置

　

も
の
づ
く
り
補
助
金
、
企

業
支
援
フ
ァ
ン
ド
か
ら

の
投
資

●
販
路
開
拓
の
支
援
措
置

　

販
路
開
拓
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業　

他

事
業
継
続
力
強
化
計
画

　

中
小
企
業
が
自
社
の
災
害

リ
ス
ク
等
を
認
識
し
、
防

災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と

し
て
取
り
組
む
た
め
に
必
要

な
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
計
画

に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
行

う
災
害
対
策
な
ど
を
記
載

し
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
定

を
行
い
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

●
融
資
・
保
証
の
優
遇
措
置

　

低
利
融
資
、
信
用
保
証
枠

の
拡
大
等
の
金
融
支
援

を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
防
災
・
減
災
設
備
へ
の
税
制
優
遇

　

計
画
に
沿
っ
て
取
得
し
た

一
定
の
設
備
等
に
つ
い

て
特
別
償
却
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

●
補
助
金
・
助
成
金
の
優
遇

　

も
の
づ
く
り
補
助
金
等
の

一
部
補
助
金
に
お
い
て

審
査
の
際
に
加
点
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23-

３
１
３
１

各
種
認
定
計
画
策
定
の
ご
案
内

各
種
認
定
計
画
策
定
の
ご
案
内

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
は
、
万
一
、
取
引
先
企
業
が
倒
産

し
、
売
掛
金
や
受
取
手
形
等
が
回
収
困
難
に
な
っ
た
時
、
連
鎖

倒
産
を
防
ぐ
た
め
に
加
入
者
に
対
し
、
共
済
金
の
貸
付
を
す
る

制
度
で
す
。

特
　
色

　

○
共
済
金
の
貸
付
額
は
最
高
８
千
万
円

　

○
無
担
保
・
無
保
証
人

　

○
掛
金
は
税
法
上
損
金
又
は
必
要
経
費
に
算
入

　
　

※
令
和
６
年
10
月
１
日
以
降
に
共
済
契
約
を
解
除
し
、
再

度
共
済
契
約
を
締
結
し
た
場
合
、
解
除
日
か
ら
２
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
支
出
す
る
掛
金
は
損
金
又
は

必
要
経
費
算
入
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

○
一
時
貸
付
金
制
度

毎
月
の
掛
金

　

○
５
千
円
〜
２
十
万
円
ま
で
の
範
囲
（
５
千
円
単
位
）
で
自

由
に
選
べ
ま
す
。

　

○
加
入
後
も
月
額
掛
金
は
増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　

○
掛
金
は
総
額
が
８
百
万
円
に
な
る
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

○
掛
金
総
額
が
掛
金
月
額
の
40
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
場

合
、
掛
金
の
払
込
み
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
各
共
済
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
の
ご
案
内

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
の
ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
は
、
小
規
模
企
業
の
経
営
者
や
役
員
、
個

人
事
業
主
等
の
た
め
の
積
み
立
て
に
よ
る
退
職
金
制
度
で
す
。

特
　
色

　

○
安
心
・
確
実
な
国
の
制
度　
　

 

○
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

　

○
共
済
金
受
取
方
法
が
選
べ
る　

 

○
貸
付
制
度
も
充
実

毎
月
の
掛
金

　

○
千
円
〜
７
万
円
の
範
囲
（
５
百
円
単
位
）
で
自
由
に
選
べ

ま
す
。

　

○
加
入
後
も
掛
金
月
額
は
増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内
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令
和
５
年
度

「
う
ず
ま
共
済
」配
当
金
の
お
振
込
み

■
振
込
先 ｢

う
ず
ま
共
済｣

掛
金
の
振
替
口
座

■
振
込
日 

令
和
６
年
12
月
20
日(
金)

ご案内

栃
木
市「
電
気・ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
事
業
者
支
援
補
助
金
」

　

栃
木
市
で
は
、電
気・ガ
ス
の
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
中
小

事
業
者
に
対
し
、補
助
金
の
交
付
に
よ
る
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

■
給
付
要
件　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
事
業
者

　

①
令
和
６
年
８
月
31
日
以
前
か
ら
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

　
　

中
小
事
業
者(

個
人
事
業
主
を
含
む)

ま
た
は
社
会
福
祉

　
　

法
人
で
、か
つ
、市
内
で
事
業
活
動
を
営
み
、引
き
続
き
市
内

　
　

に
お
い
て
事
業
を
継
続
す
る
意
思
を
有
す
る
者

　

②
令
和
６
年
５
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
事
業
用
の
電
気
料
、

　
　

ガ
ス
料
金
の
合
計
が
20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
栃
木
市
「
電
気・ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
事
業
者
支
援
補
助
金
」
の
詳
細
、申
請
書
類
に

　
つ
い
て
は
栃
木
市
Ｈ
Ｐ
ま
で  https://www.city.tochigi.lg.jp/soshiki/32/56069.html

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

栃
木
市 

産
業
振
興
部 

商
工
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

 

℡
21-

２
７
５
９

無
担
保

低
金
利

無
保
証
人

マ
ル
経
融
資
の
ご
案
内

●
対
　
　
象
　
小
規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

従
前
か
ら
商
工
会
議
所
の
経
営
改
善
普
及

　
　
　
　
　
　

事
業
に
も
と
づ
く
経
営
指
導
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　

者
で
あ
る
こ
と(
原
則
６
月
以
上)

。

●
融
資
限
度
額
　
２
，０
０
０
万
円 

●
返
済
期
間
　
運
転
資
金 

７
年
以
内(
据
置
１
年
以
内) 

　
　
　
　
　
　

設
備
資
金 

10
年
以
内(
据
置
２
年
以
内) 

●
貸
付
利
率
　
１
．65
％(

令
和
６
年
12
月
１
日
現
在) 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-
３
１
３
１

運
転
資
金
・
設
備
導
入
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

※

配
当
金
金
額
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
郵
送
い
た
し

　

ま
す
「
生
命
共
済
配
当
金
支
払
明
細
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23-

３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23-

３
１
３
１ 

「
栃
木
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」チ
ラ
シ

  

折
込
み
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内 

　
「
栃
木
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
会
員
事
業
所
及
び
全
国
の

商
工
会
議
所
等
約
２
，３
０
０
社
に
発
送
し
て
い
る
会
報
誌
で
す
。

当
所
会
報
の
折
込
み
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、皆
様
の
チ
ラ
シ
を

お
届
け
し
ま
せ
ん
か
？ 

こ
ん
な
こ
と
に
お
使
い
に
な
れ
ま
す
！

企
業
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ

新
商
品
、新
製
品
の
ご
案
内

セ
ミ
ナ
ー
、ス
ク
ー
ル
の
ご
案
内

各
種
イ
ベ
ン
ト
、説
明
会
の
ご
案
内

忘
新
年
会
、歓
送
迎
会
な
ど
の
プ
ラ
ン
の
ご
案
内

《
注
意
事
項
》

・
必
要
部
数
は
、
２
，３
０
０
部
で
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
あ
た
り
、お
申
し
込
み
及
び
納
品
の
期
限
が

　

ご
ざ
い
ま
す
。

・
内
容
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

サイズ 料金(税込)
Ａ４ ３３,０００円

Ａ３・Ｂ４
(２つ折り) ５５,０００円

■
支 

給 

額　
５
万
円(

１
事
業
者
１
回
限
り)

■
申
請
期
間　
令
和
６
年
12
月
２
日
〜
令
和
７
年
１
月
31
日

■
申
請
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参
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青年経営者会NEWS

11月例会 「金融機関・栃木ＹＥＧ交流会」を開催11月例会 「金融機関・栃木ＹＥＧ交流会」を開催

日本商工会議所青年部 第42回全国会長研修会に参加日本商工会議所青年部 第42回全国会長研修会に参加

　11月26日、市内において、11月例会「金融機関・栃木ＹＥＧ交流会」を開催し、市内５つの金融機関から
14名、当会から27名が参加した。
　本例会は、今年度のスローガン「It’s a 栃木 world ～世界のTochigiへ～」に基づき、市内金融機関との
交流を通して、相互の理解と親睦を深め、新たな関係を構築することを目的として開催した。
　交流会は、藤平会長の挨拶に始まり、各金融機関の参加者から自己紹介がされた後、各テーブルにて会員
企業の事業内容や地域のトピックなどの情報交換を行った。また、好きな食べ物や趣味など共通の項目で
テーブルを囲む仕組みを実施したことで、多くの交流を促すことができ、会場は盛り上がりを見せていた。
　この交流会を通して金融機関と会員企業が双方の立場を理解することとなり、我々ＹＥＧと金融機関が、
地域経済の活性化という同じ方向を目指していることを改めて実感した。
　本例会で得られた経済的交流を経営力向上へと繋げ、自社と地域の発展に取り組んでまいりたい。

トゥモロー委員会　委員長　片柳　誠

　11月16日、福島県郡山市において、日本商工会議所青年部 第42回
全国会長研修会が開催され、当会からは藤平会長を含む５名が参加した。
　本研修会は、熱意あふれる商工会議所青年部の会員が全国から集い、地域
経済を担うリーダーとしての資質向上を図ることを目的に毎年開催されている。
　今回の研修会に参加して、他地域の単会と情報交換が図れ、今後の
ＹＥＧ活動に活かせる有意義な研修会であった。

会長　藤平　泰典

女性経営者会NEWS

令和６年度第３回役員会開催

女性経営者会NEWS

　11月11日、当所において第３回役員会を開催
した。会議は、委員会設置の件と、とちぎ太鼓ま
つりの開催について協議された。委員会設置につい
ては、各会員が自身の知識や経験を活かし、より
活発なコミュニティを形成するための組織づくりに
ついて意見交換がされた。来年度からの設置に向け
引き続き協議していくこととなった。また、とちぎ
太鼓まつりの件では、令和７年２月に予定されて
いるが、開催にあたり多くの方に魅力を感じてい
ただけるようなイベントとなるよう、本事業を
会員が一体となって準備を進めていくことが確認
された。

日　時：令和７年２月２日(日) 12：00～16：00(予定)
会　場：大平文化会館 大ホール
GUEST：岩舟武蔵太鼓
出　演：勝道上人太鼓の会・栃木蔵太鼓・
　　　　野中町お囃子保存会・三童太鼓・
　　　　宿河原お囃子保存会・咲樂太鼓・
　　　　フォレストキッズ保育園

～ 栃木商工会議所
　 女性経営者会主催 ～

第1回とちぎ太鼓まつり
ご案内

↑
申し込みはこちら
観覧無料


